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　 　 　 　 　　 　 　 　は じめ に

　妊娠初期 の子宮頚管拡張法に は ，ヘ ガ
ー

ル な ど

の 金属拡張器 を用 い た急速拡張法 と ラ ミナ リア を

珊 い た 緩徐拡張法 とが ある ．前者 はチ宮穿孔 ， 頂

管裂傷の危険が あ り，後者はそ の 危険 な く安全で

あ る が 長時間を要す る欠点 が ある． そ こ で ， こ

の ，両 者 の 欠点を有 しな い 新 し い 頚管拡張法 の 開

発が こ の 研究 の ［的で ある，

　わ れ わ れ は 小児用 フ ォ
ー一一

　V − ・カ テ ーテ ル を用

い た メ ト ロ イ V 一ゼ を 行な い ，少数例 で は ある

が ， Jt・宮損傷 の 危険 な く，短時間に ，頚管を十分

拡張で ぎる成績が得 られ た の で報告す る ，

　　　　　　 対象な らび に 方法

　対象は 未産婦10例 ， 経産婦20例 で
， 妊娠第 5 週

か ら13週ま で の症例で あ る．

　方法 は 外陰 ， 膣を 消毒 ， 了宮消息子で 子宮腔 の

方 向と長さを確認 ，つ い で 頚管を拡張す る こ とな

く ， 小児用 フ ォ
ーリー ・カ テ

ーテ ル （argyle   の

le7 ， ） の ベ ル ー
ソ の 部分を 内子 宜 口 を通 し て 子宮

1　 小 児 fiiフ ，t 一り 一・
カ テ

ー一
ナ ル

腔内に 挿入 し
，

バ ル
ー

ソ に 滅菌水 2ml ある い は

2．5ml を 注入 し た．膣外 に あ る カ テ
ーテ ル に 650

9 あるい は 10009 の 錘を つ け滑市を用 い て牽引 し

た．預管 の 拡大度は バ ル
ー

ン 脱 出直巒 こ吾妻氏金

風 丶張器を挿入 し
， 抵抗な く挿入 で きた 最大号数

の 直径で 表わ した ，子宮内容除去 は吸引法を用 い

た ．

　　　　　　　 成績 お よび考案

　 頚管 の 拡大度は バ ル
ー

ン の 容量が 2ml で は ユ0
〜 13  で

’li均 11．6  ， 2 ，5ml で は ID〜13  1で 平

均 ］1．8n皿 で あ つ た，預管は 内子宮 口 か ら外子宮 目

ま で 円筒状に 拡大 して お り，吸引法 に よ る子宮内

容除去は 容易で あ つ た ． こ の 結果 ，小 児用 フ ォ
ー

リー ・カ テ ーテ ル を用 い た メ ト ロ イ リ ー ゼ に よ

り頚 1陸 卜分払長で き る こ とが 判 つ た， Nilss・ n

（1967）に よ れ ば，妊娠 7 〜 8 週 で ヘ ガ
ー

ル 6

号， 9 〜11週 で 8 号，12〜13週 で 10号ま で 頚管を

拡張すれ ば吸引法に よ る 子宮内容除去に は 十分で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〆

ある と述 べ て い る．

　頚管拡大 に 要 した 時間は
，
30例中 22例 （73％）

が 1 時間以 内に ，最長は症例20 の 3 時間 50Sk］で あ

つ た ．症例 6 と15ぱ 既 往歴 に 頚管無丿」症が あ り，

症例27 は 5 回経産婦 で ，牽引 と同時 に バ ル ー
ン が

脱 出 した ．贋 管拡丿v に 要す る時間は ，既彳i妊娠が

経腟分娩 で ある か ど うか ，妊娠週 数，頚管 の 硬

度，バ ル ー
ソ の 容量，錘 の 重量な ど の 因了に よ り

変化す る と恩わ れ るが
， 柑 1 われ の経験か ら，バ

ル
ー

ソ の 容量 2 〜 2 ．5ml ，錘 の 重 量 650 〜10009

で ば 大 多数 〃 河 時間以 内 に
， 遅 く

’
と も4 時間以内

に 頚管を払張 で ど る こ と が わ か つ た ，
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作 用 と しては，軽 い下腹痛がみ られ ，ペンタ ゾ シ

15mg の 筋注で 抑
制

で き た．子 宮損 傷は認め

轤黷 ﾈ かつ た ．

ルーソ 脱 出後の 子
宮
出血は極 く 少量であつ た

　以上 の成績から ，妊娠初期 の 子宮頚管 拡張

と し て安 全で， 比
較

的短時間 に 行な い うる

用 な 方 法であると 思 う．殊に，子宮腟 部の狭

な未産 婦，前回帝王切開患者 ， 重症合 併 症

有する患者 spontaneou

@abortion ・ cesarean 　s

tlon

の 妊 娠 初 期 頚 管拡 張 法 とし て 良 い方法である と 思
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